
‭【タイトル：【言葉攻め】低音クールなメイドに躾けられる坊ちゃま】‬

‭初めまして‬
‭本日より坊ちゃまの教育係を担当することになった琥珀と申します‬
‭これから、坊ちゃまを次期当主として相応しいお方にするためご指導させて頂きます‬
‭…と言ったものの随分と可愛らしい方ですね‬

‭いけません、つい本音がでてしまいました‬

‭（▼僕は次期当主なんだぞ…どうして可愛いなんて言うんだ？）‬

‭どうして可愛いって…お気づきじゃないんですか？‬

‭坊ちゃまさっきから私のおおきなおっぱいばっかりみてますよね‬
‭視線がここに集まってるのわかってます‬
‭気づいてないとでもお思いですか？‬
‭そういうところが可愛らしいのです‬
‭坊ちゃまのスケベ‬

‭（▼なっ！）‬

‭くすっ‬
‭慌ててますね‬

‭これは、躾がいのある方かも‬

‭（▼なにか言ったか？）‬

‭うふふ‬
‭さて、初対面のメイドをやらしい目で見てくる坊ちゃまには色々教えることがありあそうで‬
‭す‬
‭立派な当主を目指すにあたり、坊ちゃまは指導という対応では足りないとお見受けいたしま‬
‭した‬
‭なので、これから指導…ではなく躾という形で行って参りますね‬

‭その後はどんな事態にあっても動じない訓練すると思ってくださいませ‬

‭もう、そんな不安な顔をしないで‬
‭ご安心ください‬
‭坊ちゃまならきっと乗り越えられます‬
‭どうかその可愛らしい声を聞かせてください♡‬



‭【トラック1：次期当主に相応しいか確かめさせて頂きます】‬

‭失礼致します‬
‭本日は、坊ちゃまが次期当主として相応しい人物か確かめるべく参りました‬

‭（▼何しする気だ）‬

‭そんな身構えないでください‬
‭まず坊ちゃまと私は互いのことを知る必要があります‬
‭自分の主人がどんな方なのか知りたいのは同然ではありませんか‬
‭で、あれば…私が坊ちゃまを隅々まで確かめたいのは当然のこと‬

‭（▼そう…なのか？）‬

‭それに、坊ちゃまも私がどんな人物か知りたくはないですか？‬
‭なにも知らない同士‬
‭今日は少しでも距離を縮めることにしましょう‬
‭きっと坊ちゃまも満足するはずです‬

‭さぁ、手を繋いで差し上げますから‬
‭ベッドへ移動しましょう‬

‭まずは坊ちゃまの身に着けているものをチェックいたしますね‬

‭ふむふむ‬
‭悪くないお召し物ですね‬
‭上品な素材ですしデザインもこだわりを感じます‬
‭流石坊ちゃま‬
‭いいセンスと目をしていらっしゃいます‬
‭ですが…この胸のほうにあるデザインが少し気になりますね‬
‭良く見せてください‬

‭（▼えっ、そこは…ちょっと…）‬

‭あら、どうされました？‬

‭私はただ服のチェックをするために坊ちゃまに触っているのですよ？‬
‭それがなぜ乳首が勃っているのでしょう‬

‭胸を撫ぜられるのが気持ちよかったですか？‬
‭ただ服のチェックをしているだけでこんなになるなんて…よわよわ乳首ですね‬
‭これは次期当主として問題ありです‬
‭しっかりチェックしなくては‬



‭ほら、坊ちゃまのぷっくり勃起した乳首服の上から爪でカリカリしてあげますね‬
‭まずは右側からカリカリカリカリっ‬
‭気持ちいいですね～‬
‭お次は左側をカリカリカリカリっ‬

‭ふふっ‬
‭ぴんって勃ってる坊ちゃまの乳首とってもエッチ♡‬
‭先ほどから私が触る度に声もでて…‬
‭まるで女の子みたい‬
‭乳首はそんなに気持ちいいですか？‬

‭（▼気持ち…いい♡）‬

‭くすっ‬
‭触るだけじゃ変態坊ちゃまは物足りないですよね‬
‭直接ぎゅってして差し上げます‬
‭いきますよ？‬
‭ぎゅ～～～～～っ‬
‭ぎゅ～～～～～っ‬

‭くすっくすっ‬
‭次期当主様が乳首を摘ままれただけで声を出してはいけませんよ？‬
‭ほら、我慢して♡‬
‭ぎゅ～～～～～～～～っ‬

‭（▼お゛お゛お゛お゛）‬

‭うふふ、おちんちんも反応しちゃってますね～‬
‭本当にこんな雑魚乳首でどうするんですか？‬
‭メイドに良いようにされて恥ずかしいですよ？‬
‭少しは抵抗したらどうですか‬

‭乳首触るだけで身体ビクビクさせてるいやらしい坊ちゃま♡‬
‭もしかしてご自身で乳首弄ったりしてました？‬
‭男の子とは到底思えないほどビンビンになってるじゃありませんか‬
‭初心者には思えません‬
‭自己開発されたのでは♡‬

‭（▼少し…触ったことがある…）‬

‭ふふ♪‬
‭まだ坊ちゃまが体験したことないプレイをしてあげないと…ですね‬

‭ふぅ～っ‬

‭（▼ビクッ）‬

‭ちょっと息を吹きかけただけですよ？‬



‭そんなにビクつくかなくても…‬
‭その反応…かなり敏感なんですね‬
‭乳首コリコリしてるじゃないですか‬
‭うふふ‬

‭ちゅっ　‬
‭ちゅっちゅっれろ‬

‭くすっ♪‬
‭また息吹きかけられると思いました？‬
‭残念、違いますよ‬
‭次は…‬

‭ちゅっ‬
‭ちゅっちゅっ‬
‭ちゅ～～～～～～っ‬

‭（▼う゛ぅぅぅぅぅっ…）‬

‭良い反応♡‬
‭そんな自己開発済み乳首は食べちゃいますね‬

‭は～～～～む‬
‭んれぇっ…れろれろ‬
‭れろれろれぇんれぇっ‬
‭れるれろちゅっちゅっ‬
‭んはぁ‬
‭ん～～～れろれろれろれろ‬
‭じゅっ‬

‭ぷはっ‬
‭坊ちゃまの右勃起乳首舐めるとうれしそう‬
‭私の唾液でテカテカになった乳首…なんていやらしいんでしょう‬
‭もっと虐めてあげますね♡‬

‭じゅる‬
‭んっ‬
‭じゅるじゅる‬
‭ぢゅるるっ…ぢゅるぅ‬
‭ぢゅるっぢゅるるるっ‬
‭んぢゅううっ‬
‭ちゅうっぢゅるっ‬

‭まぁ…坊ちゃま、お顔がとろけておりますよ‬
‭しっかりしてください‬
‭今度は左乳首いきますね♡‬



‭れぇっ…んれぇっ‬
‭はぁっ、ぢゅううっ‬
‭んれぇ～っ、れろれろ‬
‭ちゅう～っ‬
‭ふぅ、はぁ‬
‭れろれろれるぅっ‬
‭ちゅうっ、ちゅっん、ちゅううっ…‬
‭んっ　じゅるるるるるるっ‬

‭あぁ…左も感度良好‬
‭どちらもよわよわ乳首で安心しました‬
‭最後の仕上げに‬

‭ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ‬
‭んちゅれろれろ‬
‭ぢゅるるるるるるるるるるるるるるっ♡‬

‭はぁ…‬
‭坊ちゃまの乳首、電気の下だとキラキラ光ってますね‬
‭私の唾液付き乳首よ～く見てください‬
‭ローテーションつけてるみたいです‬

‭ふふ…次はぬるぬるになった乳首くにくにしますね‬

‭くにくに　くにくに‬
‭くにくに　くにくに‬

‭痛いくらい勃起して…気持ちいいですか？‬

‭人差し指でピンってしてあげる‬
‭いきますよ？‬

‭ピンピン　ピンピン‬

‭乳首弾くたび神経ビリビリしてますよね‬
‭うふふ、まさしく雑魚って感じ‬

‭情けない声上げなら腰を突き出してるみじめな坊ちゃま私は大好きですよ♡‬

‭申し訳ございませんが坊ちゃまに休む暇はありません‬
‭お次はぬるぬる乳首カリカリしましょうね‬
‭カリカリ　‬
‭カリカリ‬

‭（▼くぅぅぅぅ）‬



‭すっっごい良い反応です‬
‭ぬるぬる乳首カリカリされるのお好きなんですね‬

‭乳首しか虐めてないのにこんなにして…‬
‭上は私が可愛がりますので坊ちゃまは下のほうご自身で触りましょうか‬

‭おちんちんに手を添えて‬
‭私の合図に合わせて上下に動かしてくださいませ‬

‭しこしこ　しこしこ‬
‭ぬちぬち　ぬちぬち‬
‭しこしこ　しこしこ‬

‭そうそう、お上手にできていますよ‬
‭その調子です‬
‭もう少し強く握ってみましょう‬

‭ふふっ‬
‭先っぽたくさん濡れてきましたね‬
‭ぐちゅぐちゅって音聞こえますか？‬

‭くすくす‬
‭そんな物欲しそうな顔しないでください‬
‭上も忘れておりませんよ‬
‭しっかり乳首も可愛がりますとも‬

‭さぁて、お待ちかねの乳首タイムですよ‬
‭両乳首爪でカリカリしていきます‬
‭いいですか？‬
‭いきますよ～‬
‭本当にしますからね～‬
‭せ～～の‬
‭カリカリ　カリカリ‬
‭ぎゅっ‬

‭あぁ、ビクビクしましたね‬
‭突然ぎゅってしたので驚きました？‬
‭くすくす‬
‭息が上がってますよ、坊ちゃま‬

‭ほら、気持ちいいいなら声に出してくださいませ‬
‭ここは琥珀と坊ちゃまだけの空間ですよ‬
‭声を我慢する必要などございません‬
‭素直に気持ちいといっぱい鳴いてください♡‬

‭カリカリ　カリカリ‬
‭コリコリ　コリコリ‬



‭下もぬちぬちしてますね‬
‭そろそろ限界ですか？‬
‭いいですよ‬
‭乳首カリカリされて女の子みたいな声出しながらみじめにシコシコしてイってください‬

‭（▼おほぉ♡）‬

‭あ～あ‬
‭出ちゃいましたね‬
‭メイドにいいようにされてイクなんてなんと情けない‬

‭坊ちゃまは女性に虐められるのがお好きなんですか？‬
‭これでは次期当主として情けないです‬
‭お屋敷に相応しい当主になるよう躾けてまいりますのでお覚悟を♪‬



‭【トラック2：如何なる時も耐えれるように特訓です】‬

‭坊ちゃま、紅茶の準備ができましたのでお持ち致しました‬

‭（▼いま勉強中で手が離せない）‬

‭って、あらっ…お勉強中でございましたか‬
‭今日の分は終わったと言ってましたのに勉強熱心ですね‬
‭周りの方に負けたくない…ということですか‬
‭一生懸命頑張るお姿素敵です‬

‭ですが、時には休息も必要‬
‭少しお休みしませんか？‬

‭持ってきた紅茶、暖かいうちに飲んで頂きたいです‬
‭今日は坊ちゃまのために高級な茶葉をご用意したんですよ‬
‭あまいのが好きな坊ちゃまのために隠し味もいれております‬

‭（ゆっくりねっとりした感じで読んでください）‬
‭私からのとっておきを…です‬

‭（▼とっておき？）‬

‭くすっ‬
‭きっと気に入ってくださいますよ‬

‭喋っているとあっという間に時間が立ってしまいましたね‬
‭勉強の邪魔をしてしまい申し訳ございませんでした‬
‭そろそろ仕事に戻りますね‬

‭（▼はぁ…はぁ…）‬

‭…坊ちゃま？‬
‭大丈夫ですか？‬
‭顔が赤いですよ‬
‭息も普段より荒いですし‬
‭なにかお身体に異変があるのでは？‬

‭（▼身体が熱い…）‬

‭風邪でしょうか？‬
‭確認致しますのでこちらを向いてください‬

‭ん～‬
‭熱はないようですが…‬
‭他に異常があるかもしれません‬



‭失礼ですがお洋服脱がせて頂きますね‬

‭しっかり見せてください‬

‭体調が悪いというのに…坊ちゃまこれはなんですか？‬
‭なぜおちんちんがこんなにも大きくなっているんでしょう‬

‭私はただ坊ちゃまが心配で確認してるだけです‬
‭なのにこんなにして…いけない子‬
‭なにを期待してるんでしょうね‬

‭こうなっては仕方ありません‬
‭坊ちゃまのおちんちん徹底的に調べて差し上げます‬

‭まずは異常な反応をみせているおちんちんからいきますね‬

‭すんすん…はぁぁぁ～‬
‭下着の中にいるのになんて濃い匂いなんでしょう‬
‭坊ちゃまの蒸れたおちんちんの匂いでクラクラしそう♡‬

‭すーーーーーーーーーーはぁ～‬
‭すんすんすんすん‬
‭すーーーーーはぁ♡‬
‭あぁ頼りない雑魚おちんちんの匂いですね‬
‭他に匂いたい人もないでしょうし‬
‭私が直接嗅いであげます‬

‭あ～あ‬
‭まだ下着からだしただけなのにビクビクして…‬
‭興奮してます？‬
‭体調不良を心配してるのになんて有様‬
‭あっ‬
‭また匂いが濃くなった♡‬
‭坊ちゃまのおちんちんの匂いは危険ですね‬
‭雌を誘惑する香りがします‬

‭すんすんすんすん‬
‭すーーーーはーーーーー‬
‭すーーーーーーはーーーーー‬
‭すんすんすんすん‬
‭はぁぁ～‬
‭このおちんちんを独り占めできるなんて…私は幸せ者でございます‬
‭もう少し堪能させてください‬

‭ん～～～‬
‭すんすんす‬
‭すーーーーーーーーーーはぁぁぁぁぁ～～～ッ♡‬
‭はぁ…はぁ…‬



‭あっ！私だけ楽しんでしまいましたね‬
‭坊ちゃまの体調管理が目的だったのに…‬
‭今度は手で確認しますね‬

‭あら？‬
‭触っただけで大きくなりました？‬
‭ふふっ‬
‭この状態から動かしたらどうなるんでしょう‬
‭試してみましょうか‬

‭シコシコ　シコシコ‬
‭シコシコ　シコシコ‬

‭ふふふ‬
‭もう少し強く握っても大丈夫そうですね‬

‭シコシコシーコ‬
‭シコシコシーコ‬

‭カリ首お好きですか？‬
‭ここ触るたび腰がかくかくって揺れてますよ‬
‭それに…我慢汁が絡まっていやらしい音が響いているのわかりますか？‬
‭変態の坊ちゃまは弱いところもっと攻めて差し上げますね‬

‭んっ…ちゅっ‬
‭ちゅっちゅっ…ぢゅううっ‬
‭れぇっ…んれぇっ‬
‭ん～～～～れろれろれろれろ‬
‭はぁっ…ぢゅううっ‬
‭ぢゅる、ぢゅるるっ‬
‭ぢゅっ、ぢゅるるるるるるるるるるるうぅっ…‬
‭ぢゅっ、ぢゅるぅ‬
‭んっ、ちゅっ、ちゅれろっ、れーろぉっ‬
‭んっ…ふぅ‬

‭ぷはっ‬
‭おちんちんこんなに腫れちゃって‬
‭でも、まだだ～め♡‬
‭これはあくまでも体調を確認するための触診なのですから‬
‭射精していいタイミングではありませんよ‬
‭ふふっ‬

‭今度はこちらのお耳から失礼します‬

‭んぅ…ん～‬
‭じゅるじゅるっ…‬
‭じゅるるるるるるる‬
‭れろぉ‬



‭ん、じゅううっ…‬
‭んはぁっ…じゅるっじゅるるっ‬
‭んふっ、ふぅ…っ‬

‭ふふふ‬
‭耳に異常なし…ですね‬
‭でも、もう少し確認しないと…‬

‭はぁむ‬
‭ぢゅるっ、ぢゅるるっ‬
‭ぢゅぐぐっ‬
‭んぢゅうううっ‬
‭れろ、んれぇ～っ‬
‭はぁ…坊ちゃま可愛い♡‬
‭耳…感じてるんですね‬

‭はあ…はむ、んむぅっ‬
‭んんっ…ぢゅううっ‬
‭んれぇ…れろれろれろれろ、んれぇっ…‬
‭んぢゅううっ…ちゅうっ、ぢゅるっ‬
‭はぁっ…はぁっ…はぁっ…はぁっ…‬

‭あっ、そういえば坊ちゃまにお伝えしなければならないことがありました‬
‭ちゃんと聞いてくださいね‬

‭実は、飲んで頂いた紅茶に…び・や・くを入れました‬
‭隠し味です♡‬

‭（▼媚薬！？）‬

‭ふふふ、坊ちゃまってば疑いもせず飲んで…‬
‭私のこと信用してくれたんですね‬
‭ですが、覚えておいてください‬
‭次期当主たるもの人から出された飲み物や食べ物を安易に口にしてはいけません‬
‭何が入っているかわかりませんよ‬

‭今回は特訓ですので坊ちゃまの行動も目をつぶって差し上げます‬
‭今日はこの身体の火照りが媚薬ということ覚えてくださいませ‬

‭（▼今後は気を付けるから助けてっ…）‬

‭くすっ‬
‭ほら、もうこんなに出来上がってしまって…はしたない‬
‭私が助けてあげますからね♡‬

‭それでは、坊ちゃまのおちんちんにぎにぎ再開させて頂きますね‬



‭にぎにぎ　にぎにぎ‬
‭すりすり　すりすり‬

‭ふふっ‬
‭おちんちん嬉しそうにビクビクしてますね‬
‭さっき途中で止めてしまいましたから待ち遠しいでしょう‬

‭カリの部分が気に入りました？‬
‭この段差の部分を…カリってしたら反応が良い‬
‭こうやって触ると坊ちゃまは喜ぶのですね‬
‭身体全身を使って教えて頂きありがとうございます‬
‭たくさん可愛がってあげますね‬

‭（▼うっ…♡）‬

‭しこしこ　しこしこ‬
‭し～こ　し～こ‬
‭ちゅこちゅこ　ちゅこちゅこ‬
‭しこしこしこしこしこしこし～こ‬
‭しこしこしこしこしこしこし～こ‬

‭かり首を触るたび腰が跳ねてますよ‬
‭集中的に触っていきますね‬

‭ぬちぬち　ぬちぬち　ぬちぬちぬちぬち‬
‭ぬちぬち　ぬちぬち　ぬちぬち　ぬちぬち‬
‭ちゅこちゅこ　ちゅこちゅこ　ぬちぬち‬
‭ちゅこちゅこ　ちゅこちゅこ　ぬちぬちにちちち‬

‭亀頭がぷく～って膨らんでますね‬
‭手で擦ってるだけですよ？‬
‭私の手、おまんこと勘違いしていらっしゃるんですかね‬

‭くすくす‬
‭精液も上がってきてますし‬
‭雌の身体にザーメンかけたいって言ってるみたい♡‬

‭もう少し早くしこしこしてあげますね‬

‭しこしこし～こ‬
‭しこしこし～こ‬
‭しこしこしこしこしこしこしこしこ…‬
‭しこしこしこしこ…し～こ‬
‭しこしこ‬
‭しこしこ‬
‭し～こし～こ‬
‭しこしこしこしこしこしこしこしこ…‬



‭気持ちいいですよね‬
‭あま～い声でちゃってます‬
‭媚薬を飲んだとはいえ敏感すぎです♡‬
‭攻められて喜ぶなんて坊ちゃまの変態♡‬

‭（▼あっ…んっ…も、もう我慢できないッ♡）‬

‭んふふ‬
‭びゅ～～～って出したいですよね‬
‭でも、まだ我慢♡‬
‭最高の射精ができるようもう少し我慢しましょうね‬
‭射精するまでカウントダウンして差し上げます‬
‭私にお任せください‬
‭10から数えますから0になったら思いっきり出しましょう‬

‭いきますよ‬

‭10、9、8‬
‭あっ、おちんちんびくびくしてる‬
‭えっちなお汁もた～～～くさん染みてきましたし良い感じです‬
‭この調子でいきましょう‬

‭7、6、5‬
‭まだイっちゃダメですよ‬
‭我慢…です‬
‭ここで我慢すれば思いっきりいけますからね‬

‭4，3‬
‭息が荒いですよ‬
‭一度深呼吸しましょうか‬
‭ほら、吸って　す～～～～‬
‭吐いて　は～～～～‬
‭吸って　す～～～～‬
‭吐いて　は～～～～‬
‭落ち着きましたか？‬

‭じゃぁ、続きを…と言いたいところですが‬
‭私ったら坊ちゃまに夢中でどこまで数えたか忘れてしまいました♡‬
‭また、一から数えなおしましょう‬

‭仕切り直して、10、9、8、7‬
‭ふふふ‬
‭私にすべてを委ねてくれる坊ちゃま可愛い‬
‭ほら、見て‬
‭坊ちゃまのおちんちん赤くなってる‬
‭イキたくて腰うずうずしてるの分かります？‬
‭先っぽからぬるぬる気持ちいいですね‬



‭6，5、4‬
‭しこしこ気持ちいい‬
‭しこしこ気持ちいい‬
‭他はな～んにも考えなくていいですからね‬
‭坊ちゃまはおちんちんが気持ちいいことだけ考えてください‬
‭あら…お顔だらしなくなってますよ♡‬
‭ほら、まだ続くんですからしっかり‬

‭さ～～～～ん‬
‭ぴゅっぴゅしたいですね‬
‭腰逃がさないで‬
‭しっかり気持ちいいこと受け止めてください‬
‭ちゃんと言うこと聞けて良い子ですよ‬
‭気持ちいいがいっぱいですね‬
‭気持ちいい…気持ちいい…‬
‭頭の中空っぽにして‬
‭もうイきそうですか？‬
‭まだ我慢…です‬
‭あとちょっとですよ‬

‭に～～～～～～～い‬
‭ほらほら、最高の射精まであともう少し‬
‭溜めた精液びゅ～～～ってするの想像して‬
‭よしよし、よしよし‬
‭上手くできてえらいですね‬
‭しこしこ気持ちいい‬
‭しこしこしこしこ‬
‭よく頑張っていますよ‬

‭い～～～～～～～～～～～～～～～～～ち‬
‭身体がどろどろに溶けちゃうみたい‬
‭私の手が触れてること全部気持ちいいですね‬

‭（琥珀の息も荒くなる感じ　※実は琥珀も媚薬を試しに飲んでいる/ここで効果が出だす）‬
‭私も身体が甘く痺れてきました…はぁ…はぁ…‬
‭坊ちゃま…もっと可愛い声聞かせてください‬
‭射精寸前おちんちんびゅ～びゅ～お漏らしする姿見せて‬

‭（▼早くゼロって言って）‬

‭ふふ…‬
‭もどかしい…ですよね‬
‭反応が可愛くてつい虐めてしまいました‬
‭あの数字、聞きたいですよね‬
‭いきますよ？‬

‭せ～の、ぜろ、ぜろ、ぜ～～～ろ‬



‭…どんどん出てくる‬
‭ちゃんとカウントに合わせてイケましたね‬
‭見てください、私の手‬
‭坊ちゃまの精液でぐちゃぐちゃ‬

‭ペロっ‬
‭精液の量も濃さも問題ありません‬
‭ペロっペロっ‬
‭はぁ…‬
‭身体熱いの収まりませんよね‬
‭もう一度しましょうか‬

‭はぁ…はぁ…んっ♡‬
‭それでは、坊ちゃまカウント再開しますね‬

‭じゅーぅぅ、きゅーぅぅぅ‬
‭…あんっ♡‬
‭坊ちゃま、そんなもぞもぞしないで‬
‭私の身体に当たらないでください…‬

‭（▼様子がおかしいよ、どうしたの？）‬

‭実は…坊ちゃまに飲んで頂いた媚薬‬
‭私も試しに飲んだのです‬
‭少しの量だから大丈夫と思っていたのですが…‬
‭効果でてしまったようですね‬
‭ふふ‬
‭こうなったら、一緒に我慢しましょうか‬
‭カウント続けますね‬

‭んっ…‬
‭はぁ～～ち、なぁ～～～なぁん♡‬
‭気持ちいこと我慢するってこんな気分なんですね‬
‭でも、これは我慢したあとが楽しみ‬

‭ろ～～～～～～～く‬
‭んっあ♡‬
‭坊ちゃまお願いがあるのですが…聞いてくださいますか？‬

‭（▼はぁ…はぁ…いいよ、何？）‬

‭私のおっぱい触ってください‬
‭可愛い坊ちゃまの姿と声を聞くのもぐっとくるのですが私も刺激が欲しいのです‬
‭お互い触り合いっこしましょ‬

‭そんなに見られると恥ずかしいです‬
‭昔から見られるので自分のおっぱいは好きじゃなかったんですが…‬
‭坊ちゃまに喜んで頂けるなら好きになれそうです‬



‭さぁ、再開しましょう‬

‭ご～～～～～おぉぉぉぉ‬
‭坊ちゃま、そんなに強く握らないで♡‬
‭もっと優しく触ってくれないと先にイっちゃいますっ‬
‭優しく…ですよ‬
‭女の子のおっぱいは繊細なんですからもっと丁寧に扱ってくださらないと‬

‭メイドのおっぱい好き勝手していけない子‬
‭そんな子は先っぽグリグリの刑…です‬

‭先っぽ‬
‭グリグリ　グリグリ　‬
‭グリグリ　グリグリ‬
‭生おっぱい触りながら先っぽぐりぐりされるのいいですよね‬
‭もっとえっちなお汁だしてください‬
‭んっ…あぁ…んっ…‬
‭もう、おっぱいに執着しすぎですッ♡‬

‭はっ…よ～～～～～～～んっっ♡‬
‭坊ちゃま、お口あ～んってしてください‬
‭ほら、顔を上げてこっちを向いて‬

‭ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ‬

‭（▼何するの？）‬

‭ふふ‬
‭私の唾液あげますね‬
‭んっ…れ～～～～～…‬

‭すぐに飲み込まずお口を閉じて‬
‭そうしたら、舌の上で転がしてください‬
‭よ～く味わったところでごっくんしましょう‬
‭はい、ごっくん♡‬
‭唾液美味しいですか？‬
‭私も坊ちゃまの唾液欲しいです‬

‭あ～～～～～ん‬

‭（▼れ～～～～～）‬

‭ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ‬
‭ゴクッ…ゴクッ…ゴクッ…‬
‭ぷはっ、ごちそうさまでした‬
‭坊ちゃまの唾液甘くて美味しい‬
‭もっと欲しくなる‬
‭お口の中味合わせてください‬



‭ん、ふぅっ…はふっ、ぢゅうぅ…っ、ぢゅるっ‬
‭んむぅっ…ぢゅぐっ、ぢゅぐっ‬
‭ぢゅうぅぢゅるっ‬
‭じゅるるるるるるるっ‬
‭はふっ、じゅるじゅる…じゅるっ…んっ…ふっ‬
‭れろれろれろれろっ‬
‭んっ…ちゅ…‬
‭あ…んっ…‬

‭あっ…さ～～～～～んっ♡‬
‭坊ちゃまもう限界ではありませんか？‬
‭イキかけてますよっ‬
‭でも、まだダメ‬
‭2人でイキましょう‬
‭癖になるくらいとっても気持ちいですよ‬

‭とはいえ、私も限界が近いです‬
‭さっきから、おまんこぬるぬるですし…‬
‭ほら…濡れた割れ目にそってすーっと指を這わしながら‬
‭ちゅくちゅくいやらしい音立てておまんこに絡ませるんととっても気持ちいいんです‬
‭坊ちゃまに私の熟成おまんこ見せてあげたい♡‬
‭おまんこから出るえっちなお汁全部飲みながらイってほしいです‬
‭それはまた今後のお楽しみですね‬
‭今はこちらに集中しましょう‬

‭に～～～～～～～～いぃぃッ♡‬
‭気持ちい射精いっぱいしましょうね‬
‭シコシコ　シコシコ‬
‭ぴゅーぴゅー　ぴゅーぴゅー‬

‭ん、ちゅうっ…‬
‭ちゅっちゅっちゅっ‬
‭んんっ‬
‭ちゅう～～～っ‬
‭ちゅうっ‬
‭はぁっ‬
‭れろれろれろれろ…じゅるるるるるるるっ‬
‭んぢゅ～～～～‬
‭んふっ‬

‭べろちゅーしながら手コキ気持ちいいですか？‬
‭私は坊ちゃまとべろちゅーしながらおっぱいにぎにぎされて気持ちいいです‬
‭あぁん♡はぁっ…んンッ♡‬

‭いちッッッッッ♡‬
‭坊ちゃまとのキス気持ちいいぃ‬
‭もうでちゃうぅぅ…‬



‭ん～～～～～～～でも…まだダメぇぇぇ♡‬
‭我慢っ我慢っ‬
‭坊ちゃまと一緒にいくっ‬
‭はぁっ♡‬
‭坊ちゃまももうイキそうですか？‬

‭あぁぁ…坊ちゃまがまだ耐えるなら私もまだイキませんッ♡‬
‭んあっ…やぁん♡‬
‭お、お尻つかんでどうしました？‬
‭んあ゛ぁぁぁぁぁぁっン‬
‭お尻揺らすなんて反則ですっ‬
‭あ゛っあ゛っあ゛っあ゛っん～～～はぁぁぁぁぁ♡‬
‭おまんこぐちゅぐちゅしゅる…‬
‭ん゛～～～～おまんこに刺激が欲しい…‬
‭あぁぁぁぁ‬
‭そんな揺らされると…きもち゛っ…ぃぃ‬
‭あっあっあっ‬
‭イって！坊ちゃま、もうイってくださいっ‬
‭もう無理ですぅ‬

‭終わりにしましょうッ♡‬
‭最後のカウントいきますよ！‬

‭せ～の、ぜろ、ぜろ、ぜろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ♡‬
‭んぁ、好き、好き、好き♡‬
‭坊ちゃまぁぁぁぁ♡‬
‭んぁっ…‬
‭いっぐぅぅぅぅぅぅ‬
‭んっ、あっ、イグイグイグイグイグ‬
‭い゛っっっっッ♡‬
‭あっっっ…‬

‭はぁ…イっちゃいました…‬
‭坊ちゃまだけイかせたかったのにとんだ誤算です‬
‭でも…坊ちゃまの射精してる時の顔が間近で見れたので良しとしましょう‬
‭びゅ～って出してるお顔可愛かったです‬

‭んっ…坊ちゃまの精液暖かい‬

‭ふふっ‬
‭いつかこの濃厚精液、私のおまんこに出してくださいね‬



‭【トラック3：お世継ぎの作法を学びましょう】‬

‭今宵はお世継ぎを作る方法について学びましょう‬
‭童貞の坊ちゃまは子供がどうやってできるかご存知ですか？‬

‭（▼なっ、バカにするな！それくらい知ってるぞ！）‬

‭ふふっ‬
‭知識はあっても実践したことがなければ意味がありません‬
‭今夜は私がお世継ぎの作り方についてしっかりお教えいたしますね‬

‭まず、お世継ぎを作るためには雰囲気作りが大切‬
‭いきなりがっついてしまってはいけませんよ‬
‭軽くキスから致しましょうか‬

‭目を瞑って…‬
‭ちゅっ‬

‭そんな初々しい反応しないでください‬
‭この前、もっとすごいキスしたじゃありませんか‬
‭思い出してください‬

‭ん、ちゅうっ…‬
‭はぁ…んっ…ちゅちゅうっ…‬
‭んっ、ぢゅっ、ぢゅっ‬
‭んむぅっ…ぢゅぐっ、ぢゅぐっ‬
‭れろっ、れろれろっ、れりゅ‬
‭はぁ…坊ちゃまも舌動かして…れろっ、れりゅあっ‬
‭ぢゅぐっ、ぢゅぐっ‬
‭んぅっ、はぁ、ふっ‬

‭思い出せましたか？‬
‭では、キスで気持ちよくなったところで相手の方を押し倒します‬

‭…といっても押し倒す相手がいないので‬

‭坊ちゃまが普段使用している枕をお相手の方と見立てましょう‬
‭枕を坊ちゃまの下に置きますので、四つん這いになってください‬

‭（▼…四つん這い？？）‬

‭よいしょっと‬
‭後ろから失礼致します‬
‭さぁ、この枕をおまんこと思って腰を振ってみてください‬
‭ちゃんとできてるか確認して差し上げます‬



‭あらあら‬
‭随分とお粗末な腰の振り方ですねぇ‬
‭そんなんじゃ女の子はいつまで経ってもイケませんよ？‬

‭…しょうがないですね‬
‭坊ちゃまの後ろから私が腰を振ってあげますので腰遣い合わせてください‬

‭いきますよ…‬
‭ほら、パンパン、パンパン、パンパン‬
‭くすくす‬
‭頑張れ♪頑張れ♪‬
‭パンパン、パンパン‬
‭こ～ら、腰はもっと大胆に動かすっ！‬
‭思いっきり押し付けて、奥をぐりぐりする感じです‬
‭これはお世継ぎを作るための行為なんですからしっかり種付けしないと‬
‭さぁ、えいっ、えいっ‬

‭（▼あ゛っ♡あン♡い゛っ♡♡）‬

‭ウフフ‬
‭坊ちゃま女の子みたいな声ででますよ‬
‭おかしいですね～‬
‭女の子を満足させるための行為なのに坊ちゃまのほうが喘いでいるなんて…‬
‭こんな情けない姿、他の方に見せれません‬
‭快感に弱い坊ちゃまは耐性をつけましょう‬

‭（▼耐性？…って、そこは！！）‬

‭くすくす‬
‭相変わらず雑魚乳首…ちょっと触っただけでもう立ってる♡‬
‭もしかして、坊ちゃまはド変態のマゾなんですか？‬

‭（▼うっ）‬

‭んー心臓ドキドキしてる‬
‭私が後ろから抱きしめてるからドキドキしてくれてるんですね‬
‭おっぱい当たってるから期待してます？‬
‭でも、残念‬
‭今の目的はこ～こ‬
‭ざ・こ・ち・く・び♡‬
‭ぎゅ～～～‬

‭（▼お゛♡）‬

‭あーあ‬
‭乳首ぎゅってされて声でちゃいましたね‬
‭耐性つけましょうって言ったのに…‬



‭これはお仕置きですね‬

‭かりかり　すりすり‬
‭かりかり　すりすり‬

‭くすくすくす‬
‭固くなった乳首押し付けちゃってますよ‬
‭おちんちんもぴくぴくしてる♡‬
‭男として腰振るより女の子みたいに乳首好き勝手されてるほうが感じてるなんて終わってま‬
‭すね‬
‭しっかりしてください‬
‭あなたはお偉い方なんですよ、坊ちゃま♡‬
‭耐えてくださいね‬

‭カリカリカリッ　カリカリカリッ　カリカリカリッ‬
‭カリカリカリカリカリカリカリッ‬
‭カリカリカリカリカリカリカリッ‬

‭（▼んっ♡あっ♡）‬

‭カリカリカリカ～リッ　カリカリカリカ～リッ‬
‭カリカリカリカリ　カリカリカリカリ　‬
‭カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリッ…ストップ♡‬

‭（▼んあっ♡な、なんで…？）‬

‭ふふっ‬
‭坊ちゃまお忘れではありませんか？‬
‭これはお世継ぎを作るための特訓です‬
‭乳首でイクのではなく、ちゃんとおちんちんの刺激でイキましょうね‬
‭乳首イキは立派な当主になれませんよ‬

‭ほら、腰を振ってヘコヘコさせて‬

‭良い感じです‬
‭では、乳輪の周り失礼いたします‬
‭くーる　くーる　くーる　くーる‬

‭（▼ンっ…♡）‬

‭乳輪くるくるに負けてないでおちんちんしっかり勃起させて‬
‭メス乳首のほうがぷっくり勃起してますよ‬
‭こんな乳首晒して恥ずかしい‬

‭（▼メス乳首じゃない…僕は、立派な当主だぁっ♡）‬

‭何抵抗してるんですか‬
‭雑魚メス乳首のくせに‬



‭ご自身の乳首よ～～く見てください‬
‭ほら、こんなに勃起して…これでは薄手の服は着れませんね‬
‭だって、乳首の形はっきりわかりますし勃起してるの周りの人にバレちゃいますよ‬
‭坊ちゃまのぷっくりとした可愛い乳首通行人に見られてもいいなら止めませんが‬
‭見た人たちきっと女の子乳首って思いながら通っていきますよ‬
‭それでは坊ちゃまではなくお嬢様とお呼びしなくてはいけませんね‬

‭（▼ぐぅぅぅぅぅ♡）‬

‭くすくす‬
‭雑魚よわ乳首　くーる　くーる　くーる　くーる‬

‭ふぅ～～～～～‬

‭乳輪の刺激じゃ物足りないんですね‬
‭腰の動きが鈍いですよ‬

‭胸もはってきましたね‬
‭乳首の刺激を求めるなんて情けない‬
‭男の子なんだから乳首求めちゃだ～～め♡‬

‭ですが、今日は坊ちゃまの可愛い顔に免じて許してあげます‬
‭思いっきり乳首虐めてあげますのでちゃんとおちんちんでイってくださいね‬

‭では、お待ちかねのお時間です‬

‭カリッ♡カリッ♡カリッ♡‬
‭カリッ♡カリッ♡カリッ♡‬

‭（▼強いぃぃ♡乳首ぃぃぃぃぃ♡）‬

‭乳首カリカリするたびぴくぴくしてる‬
‭男の子は乳首じゃなくておちんちんで感じるんですよ‬
‭前立腺にぐっと力を込めて…しっかり耐えましょうね♡‬

‭カリカリカリッ♡カリカリカリッ♡‬
‭腰の動き早くなりましたね‬
‭もしかして、射精しそうですか？‬

‭（▼乳首弄られながら射精なんかするもんかっ♡）‬

‭ふふふ‬
‭坊ちゃまは男の子ですから乳首の刺激で射精なんてしませんよね‬
‭では、このままスピードを上げても問題ありませんね♡‬



‭カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリッ♡‬
‭カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリッ♡‬

‭限界が近いですか？‬
‭でも、ダメですよ‬
‭このままだと乳首射精になりますから‬
‭耐えてください‬

‭カリカリカリッ♡カリカリカリッ♡‬
‭カリカリカリッ♡カリカリカリッ♡‬

‭（▼待って♡止まってくれ…じゃないとこのまま…あぁッ♡）‬

‭腰の動きがまた鈍くなりましたね‬
‭まさか、坊ちゃま乳首イキしそうになってます？‬
‭ダメダメ‬
‭お世継ぎを作るにはちゃんとおちんちんから白いのびゅ～ってしないといけないんですから‬
‭乳首イキは我慢してください‬

‭絶対乳首イキはダメ‬

‭カリカリカリッ♡カリカリカリッ♡‬
‭カリカリカリッ♡カリカリカリッ♡‬

‭（▼イクっ…♡もう無理ぃ♡）‬

‭乳首イキはダ～メ‬
‭絶対ダ～メですよ‬
‭ダメダメダメダメダメダメ‬

‭ダメって言ったのに乳首イキしましたね‬
‭これじゃ乳首いじりながらお世継ぎ作る変態になってしまいます‬
‭まったくいつの間にこんな雑魚メス乳首になったんだか‬

‭躾のお時間です‬
‭乳首責め続行しますね♡‬

‭カリカリッカリカリッ♡‬
‭カリカリッカリカリッ♡‬

‭くすっ‬
‭腰痙攣してるじゃないですか‬
‭まさかとは思いますがメスイキするんじゃありませんよね‬
‭メスイキしたら本当に男の子として終わりますよ‬



‭だって、メスイキするのは女の子ですから‬

‭立派な当主になるためにも乗り切りましょうね‬
‭メスイキ禁止‬
‭乳首イキもだ～め‬

‭カリッカリッカリッ‬
‭カリッカリッカリッ‬

‭まぁ♡耐えてる坊ちゃまの姿男らしいです‬
‭その調子で頑張りましょうね‬

‭カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリッ‬

‭（▼気持ちいいの止まんにゃい♡なんかくるぅぅぅ♡きてるぅぅ♡）‬

‭はぁはぁ‬
‭乳首イキはしないでください‬
‭メスイキも禁止‬
‭耐えて、だめだめだ～～めだ～～～～～～めっ‬

‭あぁぁ‬
‭メスイキしちゃいましたね‬
‭あれほどダメってお伝えしたのに‬
‭耐えられないくらい気持ち良かったですか？‬
‭ふふふ‬
‭仕方ない人ですね‬
‭こんな情けない人、私以外ついてこれませんよ？‬

‭最後の仕上げにちゃんと男の子イキしましょうね‬
‭枕におちんちんパンパンしますよ‬
‭ほら、パンパン‬

‭パンパンっ…あっ♡‬
‭坊ちゃまが腰を振るたび私のおまたにも刺激がきます‬
‭これいいですねッ♡‬
‭私も坊ちゃまに抱かれてるみたい‬
‭それとお伝えしておきたいのですが…‬

‭（▼んぅ♡何に？）‬

‭その枕オナニーするときに使わせて頂きました‬

‭（▼えっ！？）‬

‭坊ちゃまが普段使っている枕におまんこ擦りつけるのとっても興奮いたしました‬
‭今度、坊ちゃまにも私がオナニーしている姿みて欲しいです♡‬



‭ふふふ‬
‭ですから、この枕実質私のおまんこみたいなものなんですよ‬
‭坊ちゃまのおちんちんと私のまんこぴったりくっついてると思うといやらしいですよね‬

‭ほら、見てください‬

‭坊ちゃまの痴態見てたら私のパンツこんなにぐっしょになっちゃいました‬
‭くすっ‬
‭私の脱ぎたてパンツ欲しいですか？‬

‭（▼ゴクッ）‬

‭坊ちゃまならいいですよ‬
‭脱ぎたてパンツどうぞ‬

‭パンツは私が持ってあげますのでまずは匂いを嗅いでください‬
‭はい、すぅ～～～～～はぁ～～～～～‬
‭すぅ～～～～～はぁ～～～～～‬
‭ふふ‬
‭いやらしい女の匂いがするでしょう‬
‭腰の動き大胆になってきましたね♡‬
‭私のおまたにくる刺激も強くなってきました‬
‭早く白いのびゅ～って出しちゃいましょ‬
‭パンパンパンパン‬
‭パンパンパンパン‬
‭そうそう、その調子♪‬

‭私の濃い匂いのついたパンツ嗅ぎながらおちんちん擦りつけて上手‬
‭おまんこの匂いで頭クラクラするでしょう‬

‭はい、大きく息を吸って…吐いて…‬
‭無様な腰へこ姿お見事です‬
‭ふふっ…罵られてるのにおちんちんびくびくしてる‬
‭もう、私の声とおまんこの匂いがないとイケないんじゃないですか？‬

‭あっ♡おちんちん膨らんできた♡‬
‭もうザーメン目の前まできてる感じですか？‬
‭ちゃ～～んと男の子イキできたらご褒美にこのパンツ差し上げます‬
‭ふふっ…想像してください‬
‭私のおまんこに坊ちゃまのおちんちんが入ってずぼずぼするところ…♡‬
‭普段澄ました顔してるメイドがザーメンまみれになってえっちな喘ぎ声あげて淫らに腰を‬
‭振って壊れちゃう姿♡‬
‭坊ちゃまの雑魚おちんちんにマーキングされて喜ぶ私を想像して…‬
‭最高にかっこ悪い腰へこしながら情けなくイってください‬
‭ほら、イケイケイケッ♡イ～～ケッ♡‬
‭びゅるるるるるるるる～‬



‭くすくす‬
‭たっぷり出せましたね‬
‭こんな雑魚おちんちんでもおまんこに中出ししたら一発で受精してしまうところでした‬
‭さて、お世継ぎの作法はこれにて終わりです‬
‭実践に使用するその日までにしっかり金玉の中でザーメン作っておいてくださいね‬



‭【トラック4：女性からの誘惑に負けてはいけませんよ？】‬

‭今夜は女性から誘惑されてとき対処法を学びましょう‬

‭（▼突然どうしたの…？）‬

‭坊ちゃまはお金持ちでお家柄もよく将来有望なお方‬
‭で、あればこれから様々な女性からアプローチがくることが予想されます‬

‭（▼それがどうした？僕はしっかりしてるから大丈夫だけど）‬

‭今までの結果を鑑みると坊ちゃまは雑魚おちんちんですから誘惑されるとすぐイってしまう‬
‭でしょう‬
‭な・の・で、今夜は女性からの誘惑に負けないよう躾けていこうと思います♡‬
‭坊ちゃまはしっかり抵抗してください‬
‭誘惑に負けないための躾ですから♡‬

‭では、誘惑していきますね‬

‭さっきから人の唇ばっかりみて…‬
‭もしかしてキスして欲しい…とか？‬
‭実は、私も口寂しかったんです‬
‭キスしましょうか‬

‭（▼あっ…あの…琥珀？）‬

‭ちゅっ、ちゅっ、ちゅる‬
‭ん、ちゅうっ…‬
‭はぁ…ん、ちゅうっ‬
‭ふはぁっ…‬
‭坊ちゃまってば慌てて可愛い‬
‭このままだと好き勝手されてしまいますよ‬

‭はぁっ…はむ…んんっ‬
‭ぢゅるるっ、ぢゅうっ…ぢゅっ、ぢゅううっ‬
‭ぢゅるっ…ぢゅるるっ‬
‭ん…坊ちゃまの口の中甘くて美味しい♡‬
‭もっと…‬
‭ぢゅるっ…ぢゅるるっ‬
‭ぢゅるるるるるるるるるるっ‬
‭んぁ～‬
‭んっ…ぢゅるっ‬
‭んっっぷはぁ‬

‭すこ～し誘惑しただけでこのざまですか‬
‭ほんと坊ちゃまってばチョロいんですから‬



‭（▼はぁ…はぁ…まだイってないからセーフだ）‬

‭はぁ…‬
‭イかなければセーフじゃありません‬
‭女性が本気で誘惑するとはどんなものか教えて差し上げます‬

‭坊ちゃまの大好きなおっぱいで童貞おちんちん犯しますね‬
‭今日、一日お屋敷の掃除して頑張った蒸れおっぱいです♪‬
‭たぁ～～っぷりご奉仕致します‬

‭ふふっ‬
‭とっても気持ちよさそうな顔‬
‭パイズリでこんな情けない顔する人初めてみました‬
‭童貞の坊ちゃまには刺激が強すぎました？‬
‭あ～あ‬
‭ちょっと撫ぜただけでがちがちにして‬
‭もう少し耐えてください‬
‭まったく雑魚おちんちんなんですから‬

‭（▼うぅぅ゛…♡谷間ふかっ♡）‬

‭くすっ‬
‭私のおっぱいにパンパン♡って腰打ち付けて…悪い子‬
‭もう誘惑に負けてるじゃないですか‬
‭くすっくすっ‬
‭乳内射精したいですか？‬
‭この谷間に射精してザーメン注ぎたいのが伝わります‬
‭って…あらあら、坊ちゃまの腰振り早くなってきましたね～‬
‭おっぱいの奥にどぴゅ～どぴゅ～っておもらししちゃうつもりですか？‬
‭ふふっ‬
‭本来でればメイドの谷間に精液注ぐなんて許されないことです‬
‭でも、特別に負けを認めればイっていいですよ‬

‭（▼あ゛っ…♡おっ…♡負けを認めるって？）‬

‭メイドの誘惑に即落ちして負けた雑魚おちんちんイかせてくださいと宣言してください♡‬
‭ほら、早く言って‬
‭おっぱいに揉まれて数分もせず無様に負けましたと‬
‭そうすれば気持ちよくなれますよ‬

‭（▼メイドの誘惑にぃ…即落ちしてぇ…♡負けた雑魚おちんちんイかせてください♡）‬

‭はーい♡‬
‭よく言えた坊ちゃまにはご褒美におっぱいの奥でぴゅっぴゅっ～していいですよ‬



‭もう、坊ちゃまってば興奮しすぎです‬
‭私のおっぱい熱々の精液まみれになってしまったじゃありませんか‬
‭そんなに乳内射精良かったですか？‬

‭ふふっ‬
‭坊ちゃまってばおちんちんまた硬くなってきてる‬
‭おっぱい犯し足りないアピールですかね‬

‭あんッ♡‬
‭そんなッ、いきなり動かすなんて‬
‭でも、そうですよね‬
‭雑魚おちんちんはおっぱいに負けたんですから腰ヘコが止まるわけないですよね‬
‭しょうがないから付き合って差し上げます‬

‭んっ…‬
‭坊ちゃま力が入りすぎです‬
‭そんなに慌てなくてもおっぱいは逃げません‬
‭ゆっくり手前から奥に向かって腰を振ってください‬
‭雑魚おちんちんなんですから頑張っておっぱいとエッチしてください♡‬

‭（▼ぐっ…デカ乳最高♡僕が犯してやる…♡）‬

‭くすくす‬
‭もしかして坊ちゃまおっぱいに負けないなんて考えてらっしゃいます？‬

‭（▼一回出したからね。次は負けない）‬

‭ふ～～ん‬
‭そうですか‬
‭僭越ながら、坊ちゃまは雑魚ですからおっぱいに勝てるわけがありません‬
‭うっとりした顔しておっぱいに種付けするのがお似合いですよ‬
‭今から証明してあげますね‬

‭んっ…ほらぎゅ～～～～～～～っ♡‬

‭（▼おっほ♡）‬

‭坊ちゃま負けちゃダメですよ♪‬
‭このままだとメイドのおっぱいに負けたことになってしまいますよ‬
‭おまんこに入れる価値なしおちんちんになりたいんですか？‬
‭ぱちゅぱちゅ音立てながら谷間におちんちんいれて満足するだけの男の子になっちゃいます‬
‭よ‬
‭ほら、負け顔晒してないで意地をみせてください‬

‭（▼ま…まだ負けるか♡）‬



‭その調子♪その調子♪‬
‭息が荒くなってますね‬
‭ところで、坊ちゃまのおちんちんを包み込んでいるおっぱいのサイズ知りたくないですか？‬
‭初めて会ったときからみてたから気になるでしょう‬
‭坊ちゃまの切なそう鳴く姿かもっとみたいので特別に教えて差し上げます‬
‭よーく耳を澄まして聞いてくださいね‬
‭私のおっぱい…Gカップです‬
‭坊ちゃまのおちんちんなんかすっぽり収まりますよ‬
‭ふふふ‬
‭おっぱいのサイズを聞いて興奮したんですか？‬
‭おちんちんびくびくしてる♡‬
‭正直ですね‬
‭こんな爆乳と交尾する機会そうそうありません‬
‭どちゅどちゅ腰振りしなくていいんですか？‬

‭（▼～～～～～っ♡犯す♡）‬

‭はあッ♡‬
‭腰振り激しくなりましたね‬
‭やればできるじゃないですか‬
‭んッ♡‬
‭男の人はおっきなおっぱいに弱いんですから最初から素直になればいいんです‬
‭坊ちゃま、今おっぱいと交尾することで頭いっぱいでしょ‬
‭顔がお猿さんみたいになってますよ‬
‭はあ゛っ♡あんッ♡‬
‭もういつでも射精していいですからね‬
‭むっちりおっぱいでおちんちん押しつぶしてあげます‬
‭お好きなタイミングでイってください‬

‭（▼ほおぉぉぉぉぉ♡でる…おっぱいに出すっ…）‬

‭Gカップの上にどうぞ♡‬
‭メイド服ザーメンまみれにする勢いで赤ちゃんの素どぴゅどぴゅしてください♡‬
‭熱い精液はすべて受け止めますので遠慮なく‬

‭はぁっ…‬
‭これで２回目…‬
‭みてください…坊ちゃまの出した精液、こんなに谷間に溜まってます‬
‭あっ、おっぱいしっかりぎゅってしとかないと溢れちゃう‬
‭すっごいえっちな匂いがしますね‬
‭私、坊ちゃまに全身マーキングされちゃいました♡‬

‭さて、これだけザーメンがあればローション代わりになりそうですね‬
‭さぁ、このザーメンまみれのおっぱいでおちんちん挟んであげます‬
‭ふわふわだったおっぱいがザーメンでぬるぬるになってるでしょう‬
‭滑りが良くなってさっきとは違う気持ちよさがありますよ‬



‭おちんちん特攻おっぱい味わってください‬

‭はぁっ…んんっ‬
‭おっぱいつやつやでエッチですよね‬
‭坊ちゃまがこんな風にしたんですよ‬
‭ちゃんと責任取ってください‬
‭んっ♡‬
‭おちんちんがおっぱいに飲み込まれるところ目をそらさずちゃんと見るんですよ‬

‭はいっ、むぎゅ～～～～～～～っ‬
‭むぎゅ～～～～～～～っ‬

‭あーおっぱいの中でびくびくしてる‬
‭これだけおっぱい好きならセックスしなくていいですね‬
‭一生おっぱいに身を捧げるだけの童貞で良いのでは？‬
‭くすくす‬
‭冗談ですよ‬
‭童貞卒業したいならできる限り私のおっぱい攻撃に耐えてくださいね‬
‭耐えれたら次の躾ではセックスしてあげます♡‬

‭いきますよ‬

‭（▼はっ…激しい♡ゆっくりしてくれないとイぐっ♡）‬

‭はぁっ♡‬
‭ゆっくりするなんて一言も言ってません‬
‭おっぱい攻撃なんですから激しいにっ…決まってるじゃないですかッ‬
‭んんッ♡‬
‭お遊びみたいなパイズリすると思ったら大間違いです‬
‭坊ちゃまをひんひん言わすえっっっぐいパイズリしてあげますから‬

‭精液無駄撃ちさせて他の女性に目がいかないようおっぱいで搾り取ってあげますね‬
‭ずりゅずりゅっておちんちん可愛がってあげますから私のおっぱいの虜になってください‬

‭ぬるぬるおっぱいの快感はすごいでしょ？‬
‭童貞の坊ちゃまはパイズリで満足してしまうかも…‬
‭このままだと私のおっぱい見ただけで射精する体になるかもしれませんね‬
‭ふふっ…それも悪くないですが‬
‭ほら、イッて構いませんよ‬
‭Gカップにパイズリされておちんちんがどうにかなってしまいそうな坊ちゃま♡‬
‭勃起したおちんちん揉みくちゃにされて甲高い声でちゃってますね‬
‭足先もピーンって伸びてる…‬

‭濃厚な精液が尿道まできてるんですね、可愛い‬
‭こんなにおっぱい動かしてるとまた下着あわなくなってしまいそうです‬
‭おっぱいが成長したら一緒に下着買いに行きましょう‬
‭坊ちゃまが私に着せたい下着を買ってください‬
‭それ着て本番しましょうね♡‬



‭（▼っっっ…でる♡おっぱいに出す♡）‬

‭んッ♡‬
‭もうイクイクします？‬
‭いいですよ‬
‭濃ゆい精液おっぱいにたくさん無駄撃ちしてください‬

‭坊ちゃまのイキ顔ぼっちり見れました♡‬
‭とっても気持ちよさそう何よりです‬
‭おっぱいにしっかり種付けもできてました‬

‭ふふっ‬
‭これだけ出したので本日はお疲れでしょう‬
‭今度はおっぱいとメイド服じゃなくて私のもっと深いところ汚してくださいね♡‬



‭【トラック5：坊ちゃまの童貞頂きます♡】‬

‭ついにこの日がきましたね‬
‭最後の躾のお時間です‬
‭坊ちゃまとセックス実践日…つまり童貞を頂く日ですね‬
‭ふふっ‬
‭そんなに緊張しないでください‬
‭大丈夫‬
‭二人っきりですからいくらでも声出していいですよ‬

‭ほら、みてください‬
‭私のおまんこ‬
‭さっきから期待してエッチなお汁が止まらない‬
‭あぁ…今から坊ちゃまがこのおまんこで童貞卒業すると思うとたまらないですね‬

‭うふふ、おちんちんびくびくってしましたね♡‬
‭興奮してくれて嬉しい‬
‭でも、おもらしはダ～メ‬
‭ザーメンはすべて私の中に出してくださらないと‬

‭（▼誰がっ…漏らすもんか♡）‬

‭ふふっ‬
‭吐息が熱くなってますね‬
‭おちんちん入れる前に指でおまんこの締り具合確認してみましょうか‬
‭気になるでしょう？‬
‭私のち・つ・あ・つ♡‬
‭中指を貸して…そのままおまんこに触れてください♡‬

‭んんっ♡‬
‭どうですか？‬
‭坊ちゃまが童貞を捧げる入口の出来栄えは‬
‭んふふ‬
‭おまんこもおっぱいと同じくらい大好きになってくださいね‬
‭特別におまんこくぱぁってしていいですよ‬
‭せっかくの生おまんこですからしっかり奥までご覧ください‬
‭あああんッ♡‬
‭どうですか？‬
‭坊ちゃまの童貞が欲しくてうずいてるおまんこは‬
‭えっちなお汁でおまんこどんどん濡れてきちゃう♡‬

‭入口の感触を楽しんだ次は指を挿入してみてください‬
‭優しくなでなで…ですよ‬

‭んあッ♡‬
‭あ゛ぁ～～～～～‬
‭坊ちゃまの指きてる♡入ってきてる♡‬
‭あっ♡‬



‭初めてのとろとろおまんこの感触は良いでしょう‬
‭んあっ…‬
‭雑魚おちんちん入れたらすぐザーメン吐き出しちゃいますよね♪‬
‭はぁぁっ♡‬
‭勝手にっ…抜き差しして…んんっ♡‬
‭我慢できなくなったんですか…‬
‭あっ…そこなでなでダメっ…‬
‭気持ち良くなっちゃう‬
‭も…もう、指ピストン終わりッ♡終わりですッ♡‬

‭あんッ♡‬

‭もう…坊ちゃまのエッチ‬
‭私のこと先にイかせるつもりだったでしょ‬
‭童貞の癖に生意気な…‬
‭坊ちゃまをおまんこでイかせるのが先です‬

‭あっ、おちんちん十分勃起してますね‬
‭これなら問題なく挿入できます♡‬

‭ほら、しっかりみてください‬
‭これからっ、坊ちゃまの、童貞っ、私が貰って、あげますからね♡‬
‭っあ♡んっう♡‬

‭んっ…っあ♡あああッ♡‬
‭ん～～～～～～～～～っ♡‬

‭はぁ…‬
‭みちみちっておまんこ広がってるのわかっちゃう♡‬
‭んっ…あっ‬
‭入った♡ついに入りましたよ、坊ちゃま♡‬
‭おめでとうございます♡‬
‭これで童貞卒業ですね♡‬
‭んッ…‬
‭私のおまんこの中に入っているの、わかりますか…んあッ♡‬
‭はぁ～～～‬
‭すごいっ、おちんちん熱い‬
‭おまんこのキュンキュンが止まらないれすぅぅ♡‬
‭私、坊ちゃまとセックスしてるんれすね♡‬

‭れろっ♡‬
‭じゅるるるるるるるるるっ‬
‭れろれろれろ‬
‭ふふっ♡‬
‭はぁはぁはぁ‬
‭れるっ‬



‭ちゅっ、ちゅっ‬

‭快感で腰っ、ぴくぴくしちゃう‬
‭ちゅっれるっぢゅうう～‬
‭ぢゅぐっ、ぢゅぐっ‬
‭んぢゅうっ‬
‭はっ、おまんこッ♡うずいて止まらない‬
‭こんなの初めてでっ、どうすればいいかわかんにゃい♡‬
‭んあっ♡ああああああッ♡‬
‭ぢゅうう～っ‬
‭うぁ、はぁっ…‬

‭お、奥、そんなに突かないでっ‬
‭おまんこ広がっちゃう♡‬
‭坊ちゃまの形に変わって、他の人じゃ満足できなくなっちゃう‬

‭ん～～～～っ‬
‭んちゅ、ちゅっ‬
‭れろれろれろれろ‬

‭んっ、童貞のくせに激しぃ…‬
‭ちゅっちゅっ‬
‭あっ、イキそうですか？‬
‭なら、中に出して‬

‭（▼中は…っ流石にまずいでしょっ…♡）‬

‭外にだすなんて絶対ダメぇ‬
‭お願いっ、おまんこの中に出して、らしてッ♡‬
‭んあっあっ、坊ちゃまの童貞精子っなか、なかにだしてください♡‬
‭ん゛あ゛～～～～～～～～♡‬
‭あうっ…おく、お゛ぐあちゅいぃぃ‬
‭っあ、熱いのびゅーってしてぇぇ♡‬
‭童貞精子で孕ましてぇぇ♡‬
‭んんんぅ…‬
‭あ゛ぁぁーーーーーん゛おぉぉ♡‬
‭あっあっあっ♡‬
‭いくっ…いく、イ゛っちゃう゛ぅぅぅ…♡‬
‭童貞おちんちんキュッキュッしながらいくっぅぅぅぅぅぅぅぅ♡‬

‭は、っぁ…はぁはぁはぁ…♡‬
‭童貞ザーメンごちそうさまでした‬
‭ちゃんとおまんこに出せましたね‬
‭ご立派でございます♡‬
‭腰の動きも完ぺきでした‬
‭私のおまんこは喜んでますよ‬



‭でも…まだおまんこが疼くんです‬
‭続きできますよね？‬

‭（▼できるよ。ただ、まだいったばかりだから待って）‬

‭はぁはぁ…私もっと坊ちゃまの新鮮ザーメン欲しいです‬
‭待てないッ♡‬
‭勝手に続きしちゃいますね‬
‭ふふっ、寝ていていいですよ‬
‭坊ちゃまのおちんちんディルド代わりにしちゃいますから‬

‭脱童貞おちんちん頂きます♡‬
‭はぁ…っあぁんんっ‬
‭ンっ…おちんちんきゅってしたら大きくなってきたぁ♡‬
‭ふふっ‬
‭おちんちんびくん！ってなってる‬
‭ドスケベおまんこ気に入ったんですね‬
‭もっと味わってください‬
‭坊ちゃまの童貞奪ったおまんこです♡‬
‭ほらほら、おまんこきゅっきゅっ‬

‭～～～～～っっ‬
‭あ゛ぁぁぁぁぁ～～～～～～～気持ちいぃぃ‬
‭奥、おちんちんで撫でられぅの好き、好きぃ‬
‭入れてるときも、気持ちよかったけど、どちゅどちゅするのも好き♡‬
‭ちゃんと奥まできてっ‬
‭中で膨らんでるのわかるぅぅぅぅ♡‬
‭おまんこ、坊ちゃまの形になっちゃった♡‬
‭おっ、おっ、お～～～～～‬
‭あんっ、っぁあ…深いとこ入って、きてりゅ♡‬
‭やっ♡そこ、ダメっかも…‬
‭あ…んんっ‬
‭お、おまんこ全部気持ちいぃぃぃ♡‬
‭おちんちんのビクビクも刺激になるぅ‬

‭はっ…‬
‭ねぇ、坊ちゃま…そろそろ脱童貞のガチピストンみせてください‬
‭我慢なんかしてっ‬
‭もともと雑魚おちんちんなんですから私のおまんこに負けてください‬
‭ほらっ、んっ…動いてっ‬
‭ずぼずぼ強いのほしいっ…‬

‭（▼くっ…動くぞ！）‬

‭んあああああああっ♡‬
‭お゛～～～～～っ…らめっっっっ♡‬
‭ずぼずぼ激しっ…‬



‭パンパンしゅるたび…おまんこめくれちゃ…んあっ‬
‭んっ…んう～～～～っ…‬

‭おちんちん奥でぐりぐりきたっ♡‬
‭んあっ…子宮の入口ちゅっちゅっしてる‬
‭ぐりぐりだめぇぇぇ♡‬
‭刺激、慣れない…んっっっぅうううう゛‬
‭感じすぎちゃう～～～‬
‭う゛っお…あ゛あ゛ぁぁぁ～‬
‭はぁ…は～～っ♡‬
‭好き‬
‭坊ちゃまのことが好きです‬
‭私を坊ちゃまのものにしてくらさい‬
‭おまんこに、濃厚せーしたくさんびゅーびゅーして孕ませてッ♡‬
‭もっ、イクっ‬
‭んおっ、ふあぁっ♡‬
‭奥っっ…ずぼずぼぉおおお～～～‬
‭お゛ぉぉ～っ‬
‭おまんこ…つぶされて…イク…イッちゃう、イ゛っっっっ…♡‬

‭んっ…あっ…あ♡‬
‭せーしどぴゅどぴゅしてる…‬
‭ふぅんっ…あんッ♡‬
‭れてる、れてる、せーし子宮にきてりゅ♡‬
‭受精しちゃってる…んっ♡‬
‭んんぅ♡あぁっ…‬
‭はあっ…はあっ…はあっ…‬
‭私のナカ坊ちゃまでいっぱい♡‬
‭あとはぁ、デキるまでセックスしましょうね♡‬



‭【トラック6：躾の成果を見せてください♡】‬

‭坊ちゃま目を覚ましてください‬
‭ふふっ♡‬
‭昨日は、熱い夜をすごしましたね‬
‭坊ちゃまの顔を眺めるだけで身体が疼くようになってしまいました‬
‭早く起きてくれないと襲ってしまいますよ‬

‭こんなエッチな身体にしたのは坊ちゃまなんですから…ちゃんと責任とってください‬
‭寝たふりですか？‬
‭ふ～ん‬
‭おちんちん固くして期待してるくせにそんなことするんですね‬
‭それなら私、今からオナニーしちゃいます‬
‭欲しくなってもしりませんから‬

‭ふーっ、ふーっ…あんっ…♡‬
‭坊ちゃまの寝顔可愛い♡‬
‭見てるだけでおまんこキュンキュンする…ん゛ッ♡‬
‭あ゛～おまんこむらむらする‬
‭んあぁっ…腰動くの止まらないぃぃ‬
‭くうっ…ちょっと前まで童貞だったくせに腰遣いえぐすぎっ♡‬
‭ふーっ、あんッ♡‬
‭はっ…好き好き好き‬
‭う゛～～～～‬
‭構ってくれないならガニ股でクリしこしちゃいます♡‬
‭はぁ…お゛ぉっッ♡‬
‭坊ちゃまの目の前でするオナニー恥ずかしッ♡‬
‭でも、感じちゃう♡‬
‭えっちな姿で誘う私を早く見てぇ♡‬
‭くぅ～～～～っ♡‬

‭んっ…‬
‭まだ構ってくれない意地悪なおちんちんは成敗です‬

‭ふふっ‬
‭起きないほうが悪いんですからね‬

‭あっ、おちんちん発見♡‬
‭このかた～いおちんちんの裏筋と発情おまんこを一緒に…‬
‭こすると…はあんっ♡‬
‭んん゛～～～～～～～～‬
‭クリもこすれて、くっ…はぁ、いいっ♡‬
‭あっあっあ、ん゛っ♡‬



‭こ～ら、寝てるんだから腰動かそうとしちゃだ～め‬
‭射精寸前までしごいてあげますね‬

‭くんっ…はぁっ…‬
‭緩い刺激で頭ふわふわするでしょ‬
‭すーーーり♡すーーーり♡‬
‭すーーーり♡すーーーり♡‬

‭くすっ‬
‭坊ちゃま、寝てるはずですよね‬
‭なのにおちんちんおまんこに押し付けてどうしました？‬

‭ねぇ、もうおちんちん我慢できないでしょ‬
‭起きて私の膣内にぴゅっぴゅしてください♡‬
‭今なら優しくおまんこで迎えてあげますから♡‬

‭（▼起きてるのしっててわざとしたな）‬

‭ふふっ‬
‭おはようございます‬
‭約束通り起きれた坊ちゃまはおちんちんぎゅ～～～ってしてあげます♡‬

‭あうぅぅぅぅ…あ゛…はぁっ‬
‭坊ちゃまの生おちんちんっあついぃぃぃ♡‬
‭お゛～～～っ‬
‭おまんこのひだひだかき分けて入ってきてりゅぅ♡‬
‭んおっ！おっッ♡‬
‭直前まで、オナニーしてたから声でちゃう‬
‭あっ…やだッ♡‬
‭お゛っっ…ん゛ッ‬
‭んぐっ…奥突くのまっ…‬
‭んぉっ、おっ、ほぉ゛っ‬
‭あっ…子宮下りてきた…赤ちゃんの部屋犯される♡‬
‭ん゛…はっ…あああああッ♡‬
‭子宮口に、ゴリゴリ密着してずんずんらめぇ♡‬
‭いっぱい突かれると感じちゃう♡‬

‭はっ…知ってました？‬
‭私のおまんこは、坊ちゃまにずぼずぼされるための穴なんですよ♡‬
‭雑魚だったおちんちん、躾けたのは私なんですからっ‬
‭私の物です♡‬

‭うあぁん♡‬
‭乱暴に奥突いてぇぇ♡‬
‭坊ちゃま専用おまんこに濃厚ザーメンぶちまけて♡‬
‭ひだひだに精液擦りつけてマーキングされてるぅ♡‬



‭はっ…んっ♡‬
‭んあぁぁぁぁぁあっっっっ♡‬
‭ふふっ‬
‭膣ぎゅってしておちんちんこすってあげます‬
‭あっ…はっ…ほ゛ぉぉぉ～‬

‭ナカ気持ちぃ…もうむり…‬
‭ほら、坊ちゃまもきて♡きて♡‬
‭おまんこにいっぱい出して♡‬
‭精液ちょーらい♡‬
‭びゅーーーってしましょ‬
‭おまんこにびゅーーーれす♡‬
‭う゛ぅ～～～～はぁぁぁん♡‬

‭あ゛っ…あ゛あ゛あ゛ッ♡‬
‭ん゛…ぐッ♡‬
‭熱いのでてる♡‬
‭ん゛ぉぉぉ…くふっ‬
‭まだおちんちんぴくんって跳ねてる♡‬
‭んあっ…はぁっ…‬
‭ふふっ‬
‭子宮に流し込んでるんですね‬
‭いいですよ…しばらくこのままでいましょう♡‬
‭はむっ…ちゅぱ…‬
‭私の大好きな坊ちゃま♡‬



‭【エピローグ：～X年後～毎日エッチが日課になりました♡】‬

‭おかえりなさいませ‬
‭本日も当主としてのお役目ご苦労様です‬
‭あれからすっかりご立派になられて…‬
‭周りからも噂されてますよ‬

‭んふふ‬
‭頼りがいのある人…だそうです‬
‭そんな頑張り屋さんはご褒美であげないと♡‬

‭今日は喉深くまで咥えて差し上げますね♡‬
‭あ～ん‬
‭じゅぽじゅぽじゅぽ…‬
‭れろれろれろれろっ…‬
‭んっ～れろれろ‬
‭ちゅ、ぢゅるるっ…ぢゅううっ‬
‭ぢゅるっ、ぢゅるるっ‬
‭んっ…んんっ…‬
‭ぴちゃ、れろれろ…ちゅぷ‬
‭はぁ…んむっ…‬

‭さぁ、仕上げです♡‬
‭琥珀のおまんこは準備万端でございます‬
‭どうぞお楽しみください♪‬

‭あぁぁぁぁぁぁぁぁ～‬
‭きたきたきたッ♡‬
‭大好きなおちんちんきたッ♡‬
‭あうっきもちいっ♡‬
‭あっ、あっ、あ～～…っ‬
‭ガチピストン幸せっ♡‬
‭んおっ♡おっ、おっ、おぉつ♡‬
‭幸せイキするぅ～‬
‭んあぁぁぁぁ♡あぁぁ～っ‬
‭ドロドロおまんこ即ハメされるの癖になりゅ♡‬
‭おまんこきもちぃぃぃ♡‬
‭はぁっ♡ん゛っ♡‬
‭らめっ、当たってるッ♡‬
‭良いとこあたっち゛ゃっますッ♡‬
‭あぁっ♡‬
‭おちんちんで、ひやっ、奥こんこんさ゛れちゃってりゅ♡‬
‭ふあぁぁぁ～ッ♡‬



‭敏感おまんこいくっ♡‬
‭気持ちよくて幸せイキするっ‬
‭いく、いく、い゛くう～～～～っ♡‬
‭はぁぁぁぁぁぁぁぁ～～♡‬

‭あ゛～～～～～～ッ♡‬
‭んっ…はっ…はっ…‬
‭まだ抜かないでください♡‬
‭ちゅっ…んんん♡‬
‭坊ちゃま、大好きです♡‬

‭（▼こら。呼び方違うだろ？）‬

‭あっ、ごめんなさい‬
‭もう坊ちゃまではなかったですね‬
‭んふふ…大好きです♡旦那様♡‬
‭これからもいーっぱいエッチしましょう♡‬


